
小田原厚木道路の概要
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1969年3月 小田原厚木道路 全線対面通行（暫定2車線）で開通

1979年7月 小田原厚木道路 全線開通

路線概要
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➣ 路線名 小田原厚木道路（一般国道271号）
➣ 起終点 自）神奈川県厚木市 至）神奈川県小田原市
➣ 通過市町村 1県4市2町
➣ 設計速度 80 km/h

➣ 全体事業費 約760億円（小田原厚木道路全線4車線開通時）
➣ 1日あたりのご利用台数 約7.2万台/日（2017年度）
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➣ 小田原厚木道路の利用台数は約2,600万台/年

➣ 小田原厚木道路の経済波及効果は、1969年からの累計で約3.0兆円。

※経済波及効果は、国立大学法人横浜国立大学との共同研究に基づき、神奈川県内地域間産業連関表および
関東地域間産業連関表を用いて、直接的な地域の小田原厚木道路に関連した地域間取引をもとに推計した。
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